
 

 
挫折して希望を失った友へ 

 

 何もせぬ人間に失敗はない 

 立っているものはつまずかない 

 歩いているからつまずくのだ 

 失敗が多いのは前進している証拠である 

 

 すべてのものが変わり通しの世の中 

 君の苦しみだけが少しも変わらず 

 いつまでも続くはずがない 

 明けない夜はない 必ず朝が来る 

 

 過ぎ去ったことをくよくよしない 

 まだ来もせぬ先のことを心配しない 

 今日を精一杯生きるだけ 

 あしたはあしたの風が吹く 

 

 普段の生活の中で、人は困難なことに直面したり、時には失敗したりすることもありま

す。そして、できることならこれらのことを避けたいと考えるものです。ところが、この 

詩を読んでみると、「失敗が多いのは前進している証である。努力をすれば必ず報われる時が

来る。失敗を恐れてくよくよせずに何事にも全力で臨み、今を精一杯生きていこう。」と勇気 

づけられます。みなさんは、どのように感じますか。 
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私たちはいったい何のために勉強するのか 
                               校長 筒井 啓介 

 

 「もうじき期末テストだ。テスト計画表を見てふと思った。考えてみればあと一週間もな

い。困りましたねえ。本当に自信がない。国語は手をつけていないし、社会は覚えても次の

瞬間には忘れている。数学は全く分からないし、理科は手の付けようもない。英語も完全に

覚えていない。どうしょう‥う～む。この頃は、全然やる気がわかない。集中力も欠けてき

たし、記憶力も鈍っている。みんながよく言っているが勉強して何になるんだ…。本当に謎

だ。でも一応、受験とかもあるし‥。ついこないだテスト勉強をしていて、問題が分からな

くて、うなった時に、いったい何でこんなことをしているのかと思った。別にこんなんで良

い点とって何になるんだ。悪い点をとって怒られてもいいからもっと伸び伸びしていたい

な。テストが近づくにつれていつもこんな気持ちになる。でも仕方ないあと少し頑張るしか

ないか。」（ある中学生の作文より） 

 

 何でこんなに勉強しなくてはいけないのだろう？ テスト前になるとイライラしてきて、 

上記（中学生の作文）のような気持になったことはありませんか。ここで、「人はなぜ勉強し

なくてはならないのか」「人はなぜ学ばなくてはならないのか」を考えてみたいと思います。 

 ある生物学者が「人間は、本来できないことをやる生き物だ！！」と言ったそうです。考

えてみればまさにその通り。木を切ることだって、魚を採ることだってできない。それがで

きるようになるために「学習」をするのです。蜘蛛は誰からも教えられることなく自分の力

で糸を出して巣をはります。これは、生まれた時に、そうするようにセット（本能）されて 

いるからです。しかし、人間の場合は生まれた時にセットされているものが少ないのです。

逆に言うと「学習」することで自分の力として身に付けていく可能性が無限にあるわけで

す。 

 人間は、生物の中で、最もゆっくりと成長して大人になっていきます。ライオンは６～７

歳で、ナガスクジラでわずか２歳、最も長いといわれる像で１４～１５歳で大人になりま

す。人間の場合は２０年もかかる。まして、心や頭の成長はもっともっと続きます。終わる

ことはないのです。 

 動物ももちろん学習しますが、その量はごくわずかで、経験によるものに限られます。し

かし、人間の場合は学習で身に付けた知恵はネジと同じようにグルグルと回りながら先へ先

へと進んでいくのです。 

 確かに、今学んでいる内容は実生活と直接的に結びついているものは少ないかもしれませ

んが、「ものの見方や考え方の基礎」を身に付けているのです。例えば、数学や理科は物事を 

理論立てて考える力を養っています。国語は読み書きのみならず、「思いやる」「優しさ」と

なって君たちの心を育てていきます。 

 

 

 

 

 社会科は、世の中の仕組みや歴史を学びながら、過去の人々の努力や戦争などの過ちを考

え、君たちがこれからの社会の主人公となっていく上でどうあるべきかを考える力を育てま

す。 

 つまり、一言でいうと「君たちの心を豊かにし、より人間らしくなるための基礎的な力を 

身に付けている。」といえるのではないでしょうか。だからこそ、「学ぶ」ということをいい

加減にしないで欲しいと思います。３年生は、中学校卒業後の進路選択で入試があります

が、単に入試に合格するためではなく、君たちの「人間としての基礎的な力の取得」「心の基

礎づくり」ということを忘れないで欲しいです。 

 



■各種表彰の紹介 
  西谷中生は部活動や駅伝・ロードレース大会、書写コンクールなど様々な場で、日々の努力の成

果を発揮しています。下記に表彰を受けた生徒の紹介をさせていただきます。 

  
 ・宝塚市中学校総合体育大会 男子駅伝  

１区 第２位 １０分１８秒 Ａさん（２年生） 

 ・宝塚市中学校総合体育大会 男子駅伝 

  ２区 第３位 １１分０３秒 Ｂさん（３年生） 

  

・宝塚市中学校総合体育大会 女子ロードレース２・３年の部 

  第２位 ８分０５秒 Ｃさん（３年生） 

 ・第３位 ８分０８秒 Ｄさん（３年生） 

  

・宝塚市中学校新人大会 女子ソフトテニス個人戦 

第３位 Ｅさん・Ｆさんペア 

 

・兵庫県中学校総合文化祭 書写 入選 Ｇさん（３年生） 

 

■書道パフォーマンスの取り組み 
  いよいよ今週末に文化発表会が行われます。今日は、今までに練習してきたことの
最後の詰めを行いました。どのチームも実行委員とメンバーが心を一つにして熱心に
練習していました。写真で紹介はできませんが、当日に観客を驚かせるための秘策を
考えているチームもあるようです。ぜひ、当日の子どもたちのパフォーマンスにご期
待いただくと共に、声援を送っていただけると嬉しく思います。（10月 23日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1年生の練習の様子 

２年生の練習の様子 

３年生の練習の様子（コロンブスチーム） 

３年生の練習の様子（最高到達点チーム） 


